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モデルは不備だが役に立つ 
岡田 謙介 

 
子どもを毎日保育園へ送迎しています．自

分の子は，日常的に接しているがゆえに数週

間前，数ヶ月前はどんなだったかを忘れてし

まいがちですが，園のお友達ともランダムに

朝夕接する機会があるおかげで，「あら○○ち

ゃん，おもちゃみせてくれるの！」「上手にお

話できるようになったねー」など，乳幼児た

ちがめきめきと身体能力をつけ，言葉を覚え，

認知能力を伸ばしていく過程を実感できます．

子どもたちはいろいろなことを話してくれま

す．節分の行事に「おに きた！」と怖がり泣

いてしまったり，ぬいぐるみにごはんをあげ

て「たべないねぇ」と不思議がってみたり．

子どもたちの脳内処理からの出力は，もちろ

ん未成熟なものですが，学習の速さと汎化性

能は驚異的です．彼らが外部環境について作

り上げている内部表現，すなわち世界モデル

は，豊富な五感からの入力と周囲のフィード

バックを受けて時々刻々と更新され，この世

界へ適応していっていることが感じられます． 
翻ってみれば，ハードウェア的には一応完

成しているであろう大人の私の脳内にある世

界モデルも，まったくもって不十分なもので

す．生活を一変させた感染症の大流行も，終

わりの見えない欧州での戦火も，それ以前に

は予想だにしていませんでした．チューリン

グテストを過去のものにした ChatGPT のよ

うな生成 AI の急速な発展も，想像を上回るも

のでした．いやそれどころか，会議の時間を

忘れていて冷や汗をかいたり，気をつけてい

たのに担々麺の汁を服につけてしまったり，

自分の世界モデルにとっての大小様々な「想

定外」は日常に溢れており，ときに対応に迫

われながらの毎日です． 
研究では，統計モデルや推定法の開発・改

良と，様々なデータ分析に携わります．よい

モデルを作ること，よいモデルをよいと評価

できる方法を作ることは，私たちの分野の研

究者の共通した目標であり，同時に大きな挑

戦でもあると思います．頭を悩ませることが

多い中で，「すべてのモデルは誤りだが，いく

つかは有用である(all models are wrong, but 
some are useful)」というよく知られた金言は，

学生時代に知って以来，重要な示唆を与え続

けてくれています．乳幼児は，生まれ落ちた

未知の世界について知り，そこで生きていく

ために小さな頭の中で世界モデルを構築し，

更新し続けています．一方，行動計量学の専

門家が取り組んでいることは，モデルが数式

で書かれたり計算機で実装されたりはします

が，関心対象のよりよい理解と予測のために

モデルを構築し改良し続ける，という点では，

保育園うさぎ組の子たちの営みと変わらない

ようです．脳や計算機の中に構築されるこの

世界のモデルは，圧倒的に豊かな複雑さを持

つ現実に比べれば，過度に単純化されたもの

であり，不完全です．「正しい」モデルは数値

シミュレーション内では仮定できても，実世

界の現象の完全な表現にはなり得ないでしょ

う．ですがこの格言の美しさは，そこで悲観

して終わってしまわないところにあります．

過度に単純化されたモデルであっても，人が
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外部世界を理解するために，そして意思決定

や予測を行うためには役立ちうるのです．だ

からこそ，私たちは進化の過程で，脳内に外

界の情報を表象し処理する形質を獲得し，受

けついできたのだと思います． 
先の金言を遺した George Box が統計学部

を作り，長年にわたって教鞭をとったウィス

コンシン大学マディソン校では，2014 年に心

理統計学の国際学会 IMPS が開催されました．

このときの大会は私にとって，その後の在外

研究や国際共同研究につながる出会いのあっ

た，思い出深いものになりました．一方，修

士の頃に私が緊張しながら最初の学会発表を

行ったのは，青山学院大学で開催された行動

計量学会大会でした．ですので今年度ふたた

び同大学で本学会の大会が開催されることに

は，個人的にまた大きな感慨があります．不

備もあるかもしれないけれども役に立つモデ

ルの構築と評価を目指して，50 周年の節目を

超えて発展し続ける本学会で，引き続き多く

のことを学んでいきたいと思っています．先

生方におかれましては，今後ともご指導のほ

どどうかよろしくお願いいたします． 
 

岡田 謙介 

（おかだ・けんすけ） 

東京大学大学院教育学研究科

（教育情報科学分野）准教授． 

2004 年東京大学教養学部生命・認知

科学科卒業，2009 年東京大学大学院

総合文化研究科広域科学専攻修了．博士(学術)．日本学

術振興会 PD（東京工業大学），専修大学人間科学部を経

て，2018 年より現職．2015 年より本学会理事，2016 年

より本学会誌和文誌副編集委員長． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会より 
 

広報委員会委員長         

鈴木 讓（大阪大学） 

 

学会 Web ページの変更・整備・更新 

 本学会理事会からの依頼，本学会会員から

の申請，他学会からの依頼で会員に有益な情

報を Web ページに掲載する，もしくはメール

で配信しています（両方の場合もある）．同時

に SNS での発信も行っています． 
 

メールニュースの配信 

 2023年5月,6月,7月のメールニュース（通）

の内訳は以下のようになります． 
 

 5 月 6 月 7 月 
本学会 51 回大会 

51 回大会特別

セッション 
50 周年論文集 

会報原

稿募集 
 

会報原稿

募集 
杉山明子

氏訃報 
公募 
（求人，

研究費） 

０件 3 件 3 件 

関連学会・ 
イベント 

5 件 0 件 8 件 

計 8 件 4 件 13 件 
 

学会 Facebook/twitter をフォローしよう 

X（twitter）では，学会主催行事（大会，シ

ンポジウム，秋・春のセミナーなど），新着論

文（和文，英文）のタイトルなどを発信して

います．  
https://twitter.com/bms_pr 
2023 年 8 月 1 日現在，フォロワー数は 854
（3 ヶ月間で 24 増）です．Facebook（390 名

がフォロー中）でも，学会主催行事などにつ

いての情報を掲載しています． 
https://www.facebook.com/BehaviormetricS
ociety 
「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」

をぜひともお願い致します． 
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情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連

絡する以外に，会員の方々からいただいた公

募情報（求人，研究費など），関連学会（イベ

ント他）など，他の会員に有益な情報を発信

しています．広報依頼の受付のページ 
https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会

員の著書など」に掲載する書籍の情報がござ

いましたら，同じサイトからお申し込みくだ

さい．その際に，その書籍の画像ファイルを

入力していただくことになります． 
 
 
 

理事会議事録 

 

日本行動計量学会 2022 年度第 3 回理事会 

議事録 

 

日時：2023 年 2 月 15 日（水）10:00～11:40 
 

場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：狩野裕理事長 

 

理事出席者：岩崎学，宇都雅輝，大森拓哉，

岡太彬訓，岡田謙介，尾崎幸謙， 

狩野裕，菊地賢一，小杉考司， 

椎名久美子，繁桝算男， 

清水裕士，鈴木讓，鈴木督久， 

竹村和久，中山厚穂， 

南風原朝和，芳賀麻誉美， 

橋本貴充(書記)，藤田泰昌， 

山岡和枝，山田剛史，山本倫生， 
横山暁，吉野諒三（25 名）， 
委任状 4 名 

監事出席者：村上隆 
陪席者：森一将（第 50 回大会実行委員長） 
 
資料 

1. 2022 年度第 2 回理事会議事録案 
2. 第 49 回大会決算報告 
3. 第 51 回大会の各種日程について 
4. 和文誌編集委員会報告 

5. 欧文誌編集委員会報告 
6. 運営委員会報告 
 6-1. 研究部会申請 
 6-2. 2022 秋の行動計量セミナー開催報告 
 6-3. 第 25 回春の合宿セミナー開催案内 
 6-4. 第 25 回春の合宿セミナー予算表 
7. 広報委員会報告 
8. 入退会リスト 
9. 研究部会規約改正案 
10. 2022 年度予算 
11. 第 3 回 BMS 創設 50 周年記念事業委

員会記録 
 

議事 
議事に先立ち，開始時点で議決権 27 名（理

事出席 23 名，委任状 4 名）であり，理事会が

成立していることが確認された． 
 

1. 議事録確認 
資料 1 にもとづき，2022 年度第 2 回理事

会の議事録が承認された． 
 

2. 第 49 回・第 50 回大会収支報告 
吉田第 49 回大会実行委員長の代理とし

て大森第 49 回大会実行委員より，資料 2 に

もとづき，第 49 回大会の決算が報告され

た．森第 50 回大会実行委員長の代理として

大森第 50 回大会実行委員より，第 50 回大

会の収支は近日中に確定する見通しである

ことが報告された． 
 

3. 第 51 回大会 
横山大会実行委員長より，資料 3 にもと

づき，第 51 回大会のウェブサイトが公開さ

れたこと，実行委員，参加費，共催，各種日

程，懇親会について報告された．2023 年度

の柳井レクチャーは大会期間中には行わな

い方向であることが報告された．50 周年記

念パーティーを兼ねた懇親会の収支の概算

が報告され，学外のパーティー会場の使用

料が例年より高額となり，懇親会単体での

収支が最高で 100 万円の損金となる可能性

がある．損金が発生した場合には，学会の

特別会計から補填することが承認された． 
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4. 学会創設 50 周年記念事業 
狩野理事長より，資料 11 にもとづき，記

念シンポジウムの会場・日程，プログラム

案，記念パーティーの計画，およびこれら

の予算が報告された． 
 

5. 岡太研究助成選考委員長 
狩野理事長より，繁桝選考委員長の任期

を 2023 年 3 月 31 日まで延長し，4 月 1 日

から山田剛史委員長に交代し委員を選定す

ること，今年度の選考は昨年度と同じ方針

で行うことが報告された． 
 

6. 各委員会報告 
・学会誌編集委員会 

岡田和文誌編集副委員長より，資料 4 に

もとづき，第 50 巻 1 号の発刊予定，現在の

審査状況，投稿システムに Editorial 
Manager を採用したことが報告された．第

50巻2号掲載のファーストトラックについ

て，対象者に対する周知が呼びかけられた． 
植野欧文誌編集委員長の代理として橋本

理事より，資料 5 にもとづき，Vol.50, Issue 
1 の発刊，現在の審査状況が報告された． 

 
・運営委員会 

芳賀委員長より，資料 6-1 にもとづき，

小グループ研究会の申請状況が報告された．

審査に際し，申請中の研究部会のメンバー

になっている運営委員は審査に参加しない

方針が確認された．資料 6-2 にもとづき，

2022 秋の行動計量セミナーの実施結果が

報告された．資料 6-3 にもとづき，第 25 回

春の合宿セミナーの開催計画が報告された．

資料 6-4 にもとづき，第 25 回春の合宿セミ

ナーの事前準備金として 20 万円が申請さ

れ，承認された．資料 6 にもとづき，会員

限定のイベントを新たに実施することと，

その準備金として学会予算から 25 万円支

出することが提案され，まず次年度に 1 度

開催し，そのための準備金として 25 万円を

支出することが承認された．行動計量シン

ポジウムを企画することが呼びかけられた． 
 

・広報委員会 
鈴木讓委員長より，資料 7 にもとづき，

会報第 176 号の準備状況が報告された．橋

本委員より，資料 7 にもとづき，第 2 回理

事会で運営委員会から提案され継続審議と

なっていた研究部会規約の改正について，

広報委員会の意見が報告され，研究部会規

約の改正案を運営委員会が準備することと

なった． 
 

・組織検討委員会 
岡太彬訓研究助成に関する規約の整備が

提案され，組織検討委員会で検討すること

となった． 
 

・大会担当委員会 
竹村委員長より，第 52 回大会の開催校は

現在交渉中であることが報告された． 
 

・資料アーカイブス委員会 
鈴木督久委員長より，学会発足前の第 3

回行動計量学シンポジウムの抄録が岩坪名

誉会員より寄贈されたことが報告された．

第 4 回行動計量学シンポジウムの抄録を近

日中に統計数理研究所にて探す予定である

ことが報告された．第 1 回と第 2 回につい

ては，発表題目と発表者を公表する予定で

あること，寄贈および発見された抄録は電

子化する予定であることが報告された． 
 

・柳井レクチャー委員会 
吉野委員長より，2023 年度の柳井レクチ

ャーの開催予定は保留されていることが報

告された． 
 

・イノベーション委員会 
岡太委員長より，資料 11 にもとづき，学

会創設 50 周年記念論文集の進捗状況が報

告された． 
 

・統計関連学会連合 
狩野理事長より，Japanese Journal of 

Statistics and Data Science の編集委員に

ついて，日本行動計量学会から，Associate 
Editor は尾崎幸謙理事，Coordinate Editor
は濱田悦生会員に委嘱する提案があり，承

認された． 
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・事務局 
菊地事務局長より，資料 8 にもとづき，

入会，退会，種別変更の申請が報告され，全

て承認された．資料 11 にもとづき，肥田野

直・水野欽司賞（奨励賞）の特別会計の基金

が不足するため，2023 年度はその不足分を

学会の一般会計から補填することが提案さ

れ承認された．2024 年度以降の奨励賞につ

いては，組織検討委員会で議論することと

なった． 
 

7. その他 
・次回理事会は 2023 年 4 月にオンラインに

て開催される予定である． 
 

以上 

 
 
 

学会協賛イベントについて 
     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2023 年 
5 月 23
日 

第 8 回日独分類シ

ンポジウム 
2023年 9月

30 日～ 10
月 1 日 

（2023 年 3 月 15 日～2023 年 5 月 23 日承

認のもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の著書等 

 
Chika Suzuki（著）『Evidence Based Policy 
Making (EBPM) and Data Science in 
Fisheries』，Union Press，2022 年 3 月 
 

 
 
 
 

上條良夫・矢内勇生（著）『R で学ぶゲーム理

論』，朝倉書店，2023 年 3 月 
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ウィラワン ドニ ダハナ・勝又壮太郎（著）

『R によるマーケティング・データ分析―基

礎から応用まで』，新世社，2023 年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
神田正樹（著）『マーケティングにおけるエン

ゲージメント―市場形成に向けた価値の共

創』，同文舘出版，2023 年 5 月 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

山田一成（編著）『ウェブ調査の基礎―実例で

考える設計と管理』，誠信書房，2023 年 2 月 
 

 
※前号 177 号では『ウェブ調査の基礎―実例

で考える設計と管理』に誤植がありました．

お詫びしますとともに，修正したものを本

号に掲載いたします（ホームページには修

正したものを掲載済みです）． 
 
 
 

訃報 

 
 日本行動計量学会名誉会員の杉山明子先生

が，2023 年 6 月 8 日にご逝去されました．謹

んで哀悼の意を表します． 
 
 
 
 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだ

け論文として投稿して下さい．お待ちしてお

ります． 
 
和文誌：「行動計量学」 

Editorial Manager からご投稿下さい． 
https://www.editorialmanager.com/bmsj/ 
星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 
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(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 
(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻 No.，YY: 論文の開始ページ No. 
 
 
欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Manager からご投稿下さい． 
https://www.editorialmanager.com/bhmk/de
fault.aspx 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) 
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻 No.，YY: 論文の開始ページ No.  
(ISSN)0385-7417（print version） 
(ISSN)1349-6964（electronic version） 
 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについ

て 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学

技術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本

学会欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌

「行動計量学」に掲載された論文記事を創刊

号（1974 年）に遡って電子化し，JST で運用

している電子アーカイブサイト J-STAGEにて

全文公開（無償での公開）しております．電

子アーカイブ化・公開には，創刊号からの掲

載論文の著作権行使（全文電子公開）同意を

論文著者から得る必要があります．1999 年の

総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載され

た記事等の著作権は，明確に定められており

ませんでした．電子化し公開するに当たって

は，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者

のご了解をいただきました．現在までにお返

事をいただいていない著者の論文は，本来は

著者からの権利委譲を待つべきですが，「行動

計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体の研

究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権

委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考え

の方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員

会までご連絡下さるようお願いいたします．

公開を中止するなど，学会として誠意をもっ

て対応いたします．  
なお，著作権委譲について行いました手続

き等は会報 123 号（2009 年）に掲載され，学

会の WEB ページの「学会誌」の「著作権規定」

の欄 
https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 
また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発

行の Volume 44，Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．こ

れに伴って Volume 44，Number 1 以降はシュ

プリンガー・ジャパン社の Web site において

公開されます（非会員には有償）．Volume 43，

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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Number 2 以前に掲載された論文は，従来通り

JST で運用している電子アーカイブサイト J-
STAGE にて全文公開されます． 

 
 
 

ご連絡 

 

 

日本行動計量学会会員数（2023年8月1日現在） 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳

しくは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp 
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登

録されたアドレスにメールニュースを配信し

ています．こちらへメールアドレスを新規登

録，変更，削除（メールニュースの配信停止）

される場合は，ご自身で，「会員向けメーリン

グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 
https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイ

ページにログインして作業を行って下さい．

よろしくお願いします． 
 
 
 

マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用

のパスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 
 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の

会報の「最新版」，「バックナンバー」および

「過去のメーリングリストアーカイブ」（過去

のメールニュース）のページにアクセスする

際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります． 
ユーザー名：bsj  
パスワード：1973 

 
求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関

等）の教員公募などの求人情報および賛助会

員企業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて

メールニュースの記事としての掲載および学

会ホームページからのリンクを行っています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であっ

ても，当該企業が非会員の場合，かつ大学及

びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合は，求人情報を記事として配信するこ

とはできません．配信を希望される場合には，

事前に賛助会員になって頂く必要があります． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また

求人広告かどうかにかかわらず，お引き受け

しています．後述の方法でお申し込み下さい． 
 

会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学

会の目的に沿うものである必要があります． 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp 
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
 
 

正会員       : 821 名 (海外 4 含む) 
準会員       : 109 名  
名誉会員      : 25 名  
賛助会員      : 19 社  
シニア会員     : 38 名  
計         : 1012 名  
学会誌等寄贈先 : 4 件  
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会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行され

た著書（会報発行日に出版後 2 年を経過しな

いもの）など，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 
https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度

の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の

「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールで

きる数少ない場であると思いますので，優れ

た書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備下さい． 
編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号 179 号の場合には 10 月

末日）にお寄せいただければ，直近号に掲載

することが可能です．それ以降に届いたもの

につきましては，内容を判断した上で，次号

に回させていただきますのでよろしくお願い

申し上げます． 
不明な点などございましたら，上述の広報

依頼の受付ページよりお問い合わせ下さい． 
※記事としての求人情報および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編集後記 
今号にご寄稿下さった皆様，どうもありが

とうございました．夏休み前の学期末などで

お忙しい中でのご寄稿に，深く感謝申し上げ

ます．  

昨年の会報 9 月号の編集後記を振り返って

みたところ，「今夏は文字通りの酷暑となりま

した」と記しておりました．しかし，2023 年

の夏はさらなる酷暑となりました．第 51 回大

会が終わり，この会報がお手元に届く頃，み

なさまが体調を崩されていなければと思いま

す．どうかご自愛くださいませ． 

会報に掲載したほうが良いと思われる情報

のみならず，会報に対するご要望やご意見な

どございましたら，お気軽に広報依頼の受付

のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 
まで，是非お寄せ下さい．お待ちしておりま

す． 

 (ふじた たいすけ，藤田泰昌) 
 
 
題字：林知己夫 
 
広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，   

石橋敬介，稲水伸行，岩間徳兼，

上野雄史，岡田陽介，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，

袰岩晶，元山斉 

相談役：尾崎幸謙 

 

 

 

 

 

 




